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1. 2月3日（木） 第４回教育GP「ものづくりの現場を聴く」講演会兼キャリアデザイン講演

会兼大阪府立高専FD講演会（学生主事室・総工Ⅱ・TPGP・総工GP：土井准教授） 

 本年度開催している「ものづくりの現場を聴く」講演会は、トヨタ・松下電器産業OBで、現在

は株式会社ティー・エス・コンサル代表取締役の竹内鉦造様に講師をお願いしています。２年生

に対しては、９月９日に続き、２回目の講演になりますので、

さらに現場に近いお話しとして、「トヨタ式生産方式」という演

題でご講演いただきました。講演の中では、実際の製作現場の

話を頂き、「現状を容認していたら、あるべき姿に到達しない。

あるべき姿に到達するには、現状を否定し、職能を超えて衆知

を集め改善を進めることが大切」というお言葉を頂きました。

以下に当日のアンケート結果を示します。             第４回講演会の様子 

 

2. 2月9日（水） 第５回教育GP「ものづくりの現場を聴く」講演会兼キャリアデザイン講演

会兼大阪府立高専FD講演会（学生主事室・総工Ⅲ・TPGP・総工GP：土井准教授） 

本年度最後の「ものづくりの現場を聴く」講演会は、３年生

に対して、１～２年と同様に「私の会社生活で得たこと」とい

う演題でお話しいただきました。「ホウレンソウ（報告／連絡／

相談）」、「５Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃・躾）」および、竹内

氏のモットー「仲の良い喧嘩をする」等が学生達の記憶に残っ

たようです。以下に、当日のアンケート結果を示します。また、

次ページに１～３年生のアンケート結果の総集計を示します。   第５回講演会の様子     
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このグラフ（特にキャリア形成への寄与に関して）から、竹内氏の講演「私の会社生活で得た

こと」は、３学年の中で１年生に対して最も効果が高いということができる。 

3. 2月17日（木）総合工学実験実習Ⅳ 伝承会（総工Ⅳ担当教員代表：土井准教授） 

 本年度卒業製作を終えた５年生各プロジェクトの説明係から、来年度卒業製作を行う４年生全

員に対して、卒業製作というプロジェクト活動を終えて、感じていることや、卒業製作を取り組

むにあたっての心構えを語る「総合工学実験実習Ⅳ伝承会」を学年末試験中の２月１７日（木）

に開催しました。各プロジェクトから１分程度、「卒業製作ではやりたいことをやる」「ものづく

りでは計画が大切です。早め早めの発注を」「支援室員さんの

サポートはすごい」など熱く４年生にメッセージを伝えても

らいました。４年生は、先輩の話を聞きながら、聴講票に自

分も引き継いで同様のものをつくりたいかという度合いを記

入しまし、すべてを聞き終わった後で、もっとも関心のある

テーマをひとつ選びました。その結果、最も４年生の関心を

引いたテーマは「PJ7：色素増感型太陽電池」でした。        伝承会の様子 

4. ４年生「ものづくりの現場を見る」工場見学の総括報告（４年担任代表：里中准教授） 

 各専門コースの卒業後の進路選択の一助として、４年生に対しては各コース単位で「ものづく

りの現場を見る」工場見学を実施しました。以下に工場見学の様子（右から、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾎｰﾑｱﾌﾟﾗｲｱﾝ

ｽ（株）、ﾔﾝﾏｰ（株）、極東開発工業（株））と工場見学の実施日、

見学先等をまとめました。 

 

 


